
１．スポーツ振興まちづくり計画と取組

○「さいたま市スポーツ振興まちづくり条例」制定（平成22年4月施行）

○「さいたま市スポーツ振興まちづくり計画」策定（平成23年7月策定、平成28年3月改訂）

◆「する」スポーツ活動
・自然に親しみ、豊かな心と身体の健康づくりを目指すウオーキングイベント「さいたマーチ～見沼
ツーデーウオーク～」を実施
・ブラインドサッカーの国際親善試合「ノーマライゼーションカップ」を開催

◆「みる」スポーツ活動
・ 「ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」や「さいたま国際マラソン」、「さいたまシティカップ」など
のスポーツイベントを開催

平成28年10月29日(土) 平成28年11月12日(土)・13日(日) 平成29年2月12日（日）
「ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム」 「さいたま国際マラソン」 「さいたまシティカップ」

◆「まなぶ」スポーツ活動
・浦和レッドダイヤモンズ、大宮アルディージャによる子ども向けスポーツ教室の開催や小中学校の
授業への人材派遣
・埼玉県内の全国トップリーグに所属するプロチーム等による競技種目の枠を超えて設立された
「プライドリームス埼玉」によるトークフェスティバル、スポーツクリニックの実施

◆「ささえる」スポーツ活動
・市民に対するスポーツの実技指導等を行う「スポーツ推進委員」の活躍
・少年団などのチーム、クラブの運営支援、スポーツ大会やイベント運営支援などを行う「スポーツ
ボランティア」の活動

第３９回首都圏県都市長懇話会資料 「スポーツによるまちづくり」 －さいたま市－ 平成２９年１１月６日（月）

３．国際スポーツタウン構想

○「さいたま市国際スポーツタウン構想」（平成28年3月策定）
国際スポーツタウンの都市像
・市民からトップレベルまで多くのアスリートが集う都市

・国際的スポーツ競技の開催環境を持つ都市

・スポーツ関連イベントを通じてブランド価値を創出する都市

・スポーツと地域経済が連携した都市

○「さいたま市スポーツ施設の整備・運営に関する指針」（平成29年3月策定）
・地域のスポーツ環境の整備

・新たな交流を創出するスポーツ拠点の整備 ～（仮称）さいたまスポーツシューレ整備構想～

◆スポーツシューレイメージ図

健康で活力ある「スポーツのまち さいたま」
～日本一スポーツで笑顔あふれるまちへ～

２．スポーツコミッション

○さいたまスポーツコミッションの設立（平成23年10月設立）
・全国初の自治体主導のスポーツコミッションを設立
（公益社団法人さいたま観光国際協会が事務局を担当）
・地域のスポーツ振興と地域経済の活性化に寄与するスポーツ大会・イベントを誘致

・開催に必要な会場の調整や宿泊をはじめ専門業者の紹介など様々な準備・運営を支援

○誘致・支援件数及び実績 ○スポーツイベント開催に伴う経済効果（推計）
合計211件（H23～H28)
※ 主催・共催事業を含む

◆ 平成23年度 １２件
bjﾘｰｸﾞｵｰﾙｽﾀｰｹﾞｰﾑ

◆ 平成24年度 ３２件
U‐20女子W杯・皇后杯女子ｻｯｶｰ

◆ 平成25年度 ３６件
さいたまｸﾘﾃﾘｳﾑbyﾂｰﾙﾄﾞﾌﾗﾝｽ
世界ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ選手権大会

◆ 平成26年度 ４１件
全日本ﾊﾞﾄﾝﾄﾜｰﾘﾝｸﾞ選手権大会

◆ 平成27年度 ４３件
インディアカワールドカップ

◆ 平成28年度 ４７件
全日本ドッジボール選手権全国大会


